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9 月 4 日に明石市こども育成室の森本様をお招きし

てお話をしていただきました。

あおぞら園、きらきらの就園を控えている保護者

12 名の方が参加し、最初は幼稚園生活の流れや、幼

稚園型認定こども園、幼保連携型認定こども園につい

ての説明等をしていただきました。後半は、保護者の

方からの質問を受けてさらに詳しく説明をしていただ

きました。

　就園するに当たって不安なことや聞きたいこと等に

も丁寧にご返答いただいたことで保護者の方達の不安

な部分が解消されたのではないかと感じました。今後も不安に思うことや心配になることがあると思います。各

クラス担任もお子様の進路について保護者の方と一緒に考えていきたいと思います。（大向）

やっと秋めいた気候になってきましたね。ただ、ニュースで説明していましたが、日本の

四季が将来は「二季」になるのではないか。等と話していました。

　日本の良さが、変化していってしまうの？？？と、何か寂しい気持ちになりました。

今、世界中の状況が混とんとしている中、子ども達や、障がいのある方たちが、主体的に

生きられる社会を守り、そして作っていくのは私たち福祉に携わる人間が意識しアプローチ

すべきだと思います。

　　毎日、元気な子どもたちの笑い声や泣き声を聞きながら、たまには一緒にホールを走りながら、自分の役割

を確信する毎日です。

お子様の次のステージを一緒に考える！ ～就園説明会報告～
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楽しい＂小さな運動会＂でお子様に達成感を！ ～きらきら運動会報告～

9 月 26 日に木曜日クラスで運動会を行ないました。他の曜日も順次開催していきます。

きらきらの運動会では「親子で身体を動かし、楽しむ」というねらいのもと、本番に向け

て練習を重ね、当日を迎えます。競技はかけっこや玉入れ、障害物競走、パラバルーンな

どを親子や友だちと一緒に取り組みます。練習を始めた時にはどんなことをするのか分か

らなかったり、不安そうなお子様も回数を重ねるごとにだんだんと楽しんで取り組む姿が

見られました。運動会当日は少し緊張した様子も見られましたが、温かい声援の中、各競

技を楽しんで取り組む姿が見られました。最後に頑張ったね賞としてメダルを渡した際に

は嬉しそうなお子様の姿を保護者の方と見ることができました。

とても小さな運動会ですが、今後経験していく大きな運動会に向けて、「運動会」が楽しいイメージを持って取

り組むことができるよう取り組んでいます。メダルを持って帰り、自宅でご家族と一緒に「運動会楽しかったね」

と振り返っていただけたらと思います。（泉川）

お子様の将来を見据えて今できることを！ ～就労継続事業所見学ツアー～

あおぞら園・きらきらでは社会福祉法人明桜会のサポートセ

ンター曙様のご協力により就労支援事業所見学ツアーを平成 30

年から年に 2 回～ 3 回の頻度で実施してきました。

今年度は第 1 弾として 9 月 11 日に開催し、8 名の保護者の方と

ともに株式会社ノーリツの特例子会社である株式会社エスコア

ハーツ様、同じく就労継続支援 A 型事業所、株式会社すまいるハー

ツ様、その他、就労継続支援 B 型事業所に見学に行ってきました。

どの事業所も丁寧にご説明していただき、保護者の皆さまも、

働く方々に対して、各事業所が個々に応じた作業内容の工夫や、

きめ細かい就労支援の取り組み等を知ることで、お子様の将来に希望を持つとともに、「これから、こんなお手伝

いをしてもらおう！」など就労の現場を見たからこその感想を述べられていたのが印象的でした。

　百聞は一見に如かず！これからも保護者の方々に本物の情報を提供して、お子様の将来に向けた関わりの一助と

なるように見学ツアーを継続して開催していきたいと思います。（服部）

避難所について、避難所の運営について学ぶ！ ～防災リーダー研修報告～

あおぞら園の防火管理者として 135E ネット主催の「防災リーダー研修」に行っ

てきました。今回のテーマは「避難所について、避難所の運営について学ぶ」で、

5 人程度のグループに分かれて『避難所運営ゲーム（HUG）』をする内容でした。

「ゲーム」とは言いますが、これは大地震などの災害時に水や食料、医薬品など、

ないものばかりで冷暖房も使えず、スペースも限られる避難所で、次々に避難

してくる人たちそれぞれの複雑な個別ニーズ（ケガや基礎疾患、認知症、様々

な障害、乳児や妊婦、感染症など）に対応しながら、できるだけ安全で公平に

避難してもらうことをシミュレーションする訓練といえるものです。

やり方は 2 枚の模造紙（1 枚は避難所である学校全体の見取り図、もう 1 枚は避難してもらう体育館の拡大見取

り図）に、講師が読み上げる避難者の条件に合う場所を教室なども含めた校内の中から相談して決め、そこに避難

者カードを置いて埋めていきます。

　だれも日本語が話せない外国人の家族が来られたり、ペットを同伴していたりと、思いがけない条件が重なると

こちらがパニックになりそうでしたが、極限的な状況で的確な判断をすることがいかに大変かをリアルに感じるこ

とができました。

　ふれあいプラザあかし西は福祉避難所に指定されていますが、運営は管轄する明石市が行います。あおぞら園の

職員は園にかかわる方々の避難や安全に尽力して、外部の方の援助に直接かかわることは基本的にありませんが、

この研修に参加することで災害時の避難所の一面を知る貴重な体験ができました。（吉川）
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～防災リーダー研修報告～

9 月 26 日に木曜日クラスで運動会を行ないました。他の曜日も順次開催していきます。

あかしに集まれ！みんな本気フェスタ ～明石のユニバーサルイベント～

9 月 22 日に特定非営利活動法人明石障がい者地域生活ケアネットワーク（通称：

135E ネット）主催のユニバーサルイベント「あかしに集まれ！みんな本気フェスタ」

がパピオスあかし 2 階あかし市民広場で開催されました。

　当日は大雨にも関わらず、たくさんの方々にご来場いただき、障害体験や VR 体験、

ステージでは障害のある方々のパフォーマンスを楽しんでいただくことが出来まし

た。来年も多様な生き方を理解できるイベントとして企画したいと思います。（服部）

避難訓練の様子

きらきら運動会の様子

株式会社エスコアハーツのスタッフの方から
ご説明いただきました

イベント関係者集合写真

らっこ組のお子様と遊ぶ大向主任


